
在校生～保護者～OB 世代間交流プロジェクト   

「三世代をつなぐ駒カフェ」のご案内  

 

 

 

 

 

 

生徒に「大きくなったら何になりたい？」と聞いたらどのように答えるでしょうか。その

答えは、「夢」、「希望」であり、実現するためには同時に多くの迷いにも遭遇すると思いま

す。そこで、生徒のみなさんが大きく飛躍するためのお手伝いとして「自分で考える場と考

える機会」を提供し、「人生に目標を持つきっかけ」作りをすることが出来ないかと考え、

在校生、保護者、子育てを終えた人生経験者である OB、の 3 世代を繋ぐ交流の場「駒カフ

ェ」を設置しました。  

現在、核家族化などの影響で、世代間、近隣住民の間の人的交流が希薄化し、兄弟姉妹も

少なくなって兄弟げんかなどで切磋琢磨される機会も減っています。駒場東邦に通う生徒た

ちのほとんどが、一組の夫婦とその子ども、または、父親または母親とその子ども（父子世

帯や母子世帯）からなる家族の一員であり、祖父母、隣近所のおじさんやおばさんたちとの

会話の場がほとんどなくなっています。生徒が、様々な疑問や悩みを自力で解決できるよう

にするための工夫が必要であると思います。  

駒場東邦では、授業による教育を補完する活動として、HR 活動、学年行事、学校行事、

委員会活動、部活動などを行っています。今回のプロジェクト「三世代をつなぐ駒カフェ」 

 

 

も、OB 有志が多様な生徒の持っているそれぞれの考えや思いに寄り添い、生徒たちが、自 

分の夢を語ったり、他人の夢を聴いたりして、人生経験豊富な OB の助言を得ながら、様々

な疑問や悩みを自力で解決するきっかけとなる活動の場として考えています。また、在校生

の夢を実現するために、保護者のみなさまと OB が子育てについて意見交換する機会（保護

者対象の駒カフェ）も開催する予定です。  

開催は、月 1 回土曜 13:00～15:00 目途です。話題のご提案も大歓迎です。 

年内の予定 第 16 回 10/29、講堂：生徒対象、第 17 回 11/26、第 1 会議室：保護者対象 、 

第 18 回 12/17、第 1 会議室：生徒対象  来年の日時はホームページでご確認ください。 

〇「駒カフェ」は、世代を超えて同じ目線。体験ベースの気楽な話し合いの場です。  

〇「駒カフェ」での話題は、なんでもありです。  

〇 今までの話題  

・在校生対象：勉強法、クラブ活動、コミュニケーション、人間関係、進路、時事問題など 

・保護者対象：親子の距離感、子育てなど  

〇 駒カフェの開催報告をご覧になって興味をお持ちになり、参加してみようと思われた方

は、下記に記載の運営事務局までご連絡願います。 

○本校のホームページで、駒カフェを設置した経緯、目的、スタッフ紹介等を見ることがで

きるようになりました。 「駒カフェ」のバナーをクリックして、ご覧ください。 

 

  

 

 

 

 去る 9 月 24 日（土）「駒カフェ」（在校生対象）第 15 回が行われました。 

「駒カフェ」は 2021 年春ごろ 平野（駒東前校⾧）と黒岩（駒東前スクールカウ

ンセラー・駒東７回生）が以下に記載する目的で企画したものです。この企画を

実現するために意を同じくする駒東７回生の面々と賛同する関係者を加えて９名

のスタッフが運営を始めました。スタッフがどんな人なのかを知っていただくた

めに自己紹介をさせていただます。よろしくお願いいたします。 
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「三世代をつなぐ駒カフェ」運営事務局  

 代表  黒岩 誠（７回生 / 前スクールカウンセラー）  

平野 勲（前校⾧/学校心理士/スクールカウンセラー） 

連絡先 komacafe1540001☆gmail.com  

        ☆を＠にかえてください 



運営事務局 スタッフのプロフィール 
 

１）代表 平野 勲（駒場東邦中学高等学校 前校⾧/スクールカウンセラー） 

大学を卒業後、都内の私立高校の数学科教諭として奉職。1991 年に駒場東邦中学高等学校

教諭として赴任。数学教育に携わる傍ら、進学指導係主任、教務部⾧、中学教頭、校⾧を歴

任。ガイダンスカウンセラー/学校心理士。2020 年よりスクールカウンセラーとして、教育

相談・カウンセリングを担当。趣味は旅行・散歩。東京近郊にある公園などに出かけて写真

撮影、花鳥風月を楽しみ、五感をフル活用して新発見すること。夢を語り合い、その夢を実

現させましょう。私と話をしてみませんか。テーマは、学校生活(生活面、学習面)、進路、

将来の夢、いま辛いと思っていることなど、何でも話を聞かせてください。 

 

２）代表  黒岩 誠（７回生/駒場東邦前スクールカウンセラー） 

卒業するとき、「先生大好き！友達大好き! でも、二度と駒東の門はくぐらない。」との想い

でした。自分を無能だとは思っていませんが、頭のいい奴ばかりがゾロゾロいるところでは

足掻く気にさえなりませんでした。大学には 8 年間在籍し、どう生きるかを決めることが出

来ました。 

「先生大好き！友達大好き! 駒東大好き！」なので、駒東 OB の身分で活動させていただき

ます。 

 

３）ＨＦ（７回生） 

大学卒業後は富士通 (株) に入社。主にコンピュータハードウェアの設計自動化システムの

開発に従事。今現在は、不動産賃貸業会社代表取締役、人間地球社会倶楽部代表。趣味は、

俳句、囲碁、ゴルフ、TV 録画鑑賞、音楽鑑賞、等。放送大学で哲学を履修。駒東在学中

は、なぜ受験勉強をするのか悩みました。大学在学中は、柔道部に所属（現在三段）し、大

学紛争の渦中ではかなり鍛えられました。 

 話してみたいテーマ 

・コンピュータハードウェアの設計自動化技術概論 

・俳句、連句 

・人間が生きている意味や価値の思想的考察 

・人間地球社会の展望についての一考察 

・クラシック音楽のたのしみ方入門 

 

 

 

４）ドラけん（７回生/元駒場東邦 社会科教諭） 

「何をやっても空 回
からまわ

りだナ」「勉強って面白くないナ」「友達がいないけどいいのかナ」「成

績が悪いって何？」「駒東に入らなければよかった」「オレはダメな人間かもしれない」 私

自身中高時代劣等感の塊でした。そんな「明るく陽気になれない生徒」こそ人間として成⾧

するうえで最も大事な資質をもっていると確信するようになりました。 

私の好きなもの 

 聖
しょう

林寺
りんじ

の十一面観音像、蕪村（俳句も画・「夜 色
やしょく

楼台図
ろうだいず

」なども）、落語（「あたま山」

「あくび指南」など 今 柳家三三
さんざ

・三遊亭遊
ゆう

雀
じゃく

を聴くべし） 銭湯 クレーの絵 倉

科カナ ヤクルトスワローズ 中島みゆき「お前が消えて喜ぶ者に お前のオールをまかせ

るな」 井上ひさし「頭痛肩こり樋口一葉」 低山歩き 法然「一枚起 請 文
きしょうもん

」 など 

共感するところあったら話にきてください。 

 

５）カク：Kaku （７回生） 

・駒カフェの話題、テーマ：なぜ、どうして？ 

現象と因果、みんなで、考えてみよう！ 

アキレスは亀に追いつけないのはなぜ？（ゼノンのパラドックス） 

素粒子から宇宙、物質と生物、個人と社会。 

素朴な疑問：南極には大陸があって北極には海しかないのはなぜ？ 

・自己紹介：今までにやったこと、行った所。 

中高で、生物学と天文学、数学をさ迷う。大学で、選考は生化学、クラブ活動は天文。 

日立中研で、地図情報処理（世界初期の取組）、カーナビ、防災システムの開発。 

天体観測（皆既日食 10 回以上で世界各地、オーロラ観測）、登山（20 代にマッターホルン

登頂）、スキー（バンフのヘリスキー3000ｍ、テオドール氷河 4200ｍから滑降）、ダイビン

グ（フィリピンで海底 40ｍ潜水、オーストラリアでスカイダイビング：3500m の落下を体

験）、旅行（特記：スバルバール、タクラマカン砂漠、天山山脈、チチカカ湖、テーブルマ

ウンテン、アタカマ砂漠、アマゾン、アブシンベル、イースター島、アイスランド他） 

 



６）DM：Double M（7 回生) 

理論経済を専攻し、情報サービス事業に従事していました。 

私のメニューは、  

(1)グローバル化/多様性、 

(2)因果関係の見える化、 

(3)人と人を紡ぐことです。 

他のメニューでも構いません。 一緒に語り合いましょう。 

 

７）MK（47 回生） 

こんにちは、47 回生の MK といいます。高校を卒業して 17 年、また駒東に戻ってきまし

た。 

在学生の皆さんは自分がどう生きていきたいか、どうありたいのか、考えることはあります

か？もし、ちょっと悩んでいる、少し考えてみたい、他の人はどう思っているのかなど、気

になることがあればぜひ駒カフェに遊びに来てください。他の 7 回生のスタッフに比べる

と、私は駒東生にかなり近い世代ですが、一緒にお話しできたら嬉しいです。 

臨床心理士、公認心理師として子どもの支援をしたり、障害者の支援をしたりしています。 

心理学、特に人とのコミュニケーションについて関心があります。 

趣味はスキー、ゴルフ、バイク、キャンプ、マンガなどです。 

よろしくお願いします。 

 

８）アトムの妹（卒業生母）  

駒カフェの運営のよろずお手伝いです。 

独立した 2 人の息子がいます。 

LA 在住中に大学の日本語の授業の助手をしたり、アイオワでベトナム難民の方々と一緒に

英会話を学び視野が広がりました。 

帰国後 2 人の息子を通して様々な受験を経験。 

趣味はクラシック、ミュージカル鑑賞。 

駒カフェのお手伝いが出来たらと思っています。 

 

 

 

９）よつば（公認心理師 / 臨床心理士 / Zoom ミーテイングの技術担当） 

代表のご指名で「皆が安心して Zoom に集まれるように」とお手伝いしています。高校時代

は天文部をしながら、鎌倉へ年 4 回訪れるような旅好きでした。大学時代はオーケストラサ

ークルや京都・奈良旅行などを楽しみ、大学院時代にはアルバイトをして研究費・旅費を貯

め、某大学図書館の蔵書を夢中になって読み、50 日かけて四国一周徒歩で調査を行いまし

た。社会人になってからは心理・教育・医療等の仕事をしていますが、休日に富士登山（高

山病になった人の荷物も担いで…）、丘の町・美瑛をサイクリングしたりしているうちに、

写真も好きになりました。「これが私」と感じているものは、様々な出会いや経験によって

少しずつ変わっていくものだなぁと感じます。 

駒カフェでは、おもに運営のサポートをしています。ホッとできる場となるようにお手伝い

できれば嬉しいです。 

 

 


